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2023年５月期第２四半期累計期間の業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績動向を踏まえ、2022年６月15日に公表いたしました2023年５月期第２四半期累計期間（2022年５月21
日～2022年11月20日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 
  

記 
 
１．2023年５月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2022年５月21日～2022年11月20日） 

              売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 15,590 1,400 1,440 970 28.40 

今回修正予想（Ｂ） 16,331 2,025 2,308 1,624 47.66 

増減額（Ｂ-Ａ） 741 625 868 654  

増減率（％） 4.8 44.7 60.3 67.5  

〔ご参考〕前期第２四半期実績 
（2022年５月期第２四半期） 

13,814 1,538 1,532 948 27.72 

 
２．2023年５月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（2022年５月21日～2022年11月20日） 

              売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 12,080 1,170 1,300 900 26.36 

今回修正予想（Ｂ） 12,410 1,579 1,914 1,353 39.70 

増減額（Ｂ-Ａ） 330 409 614 453  

増減率（％） 2.7 35.0 47.3 50.4  

〔ご参考〕前期第２四半期実績 
（2022年５月期第２四半期） 

10,739 1,427 1,581 1,127 32.97 

 
３．業績予想修正の理由 

当第２四半期累計期間は、ロシアのウクライナ侵攻の影響などによる資源・エネルギー価格の高騰に加え、
世界的なインフレの進行抑制に対する欧米諸国での政策金利の引き上げに伴う大幅な為替変動など、世界経
済は極めて厳しい状況で推移いたしました。 
当社グループにおきましては、一部の部品材料の入手難が継続しているものの、需要の急増に対応すべく、

安定調達に注力し生産活動を行っており、売上高は連結・個別ともに前回公表の売上高予想を上回る見込み
であります。利益面におきましても、部品材料の値上げによる材料費比率の上昇があるものの、売上増加に
よる収益増加や経費の削減に加え、為替による影響等により、前回公表の業績予想を大幅に上回る見込みで
あります。 
なお、通期の業績予想および配当予想につきましては、現在策定中であり、2022年12月19日に予定してお

ります第２四半期決算発表時に公表する予定であります。 
 

※業績予想に関する留意事項 
上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい
ており、今後確定する決算数値とは異なる可能性があります。 

以 上 


